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はじめに1 .
　ジェッピー（Jeppy）※は2008年に小口径管推進工

法の自動測量システムとして開発され，その後も新し

い技術を盛り込み日々進化してきた。垂直方向の計測

器，水盛計と同様に掘進中でも測量結果を表示できる

リアルタイム自動測量の実現に目標を置き，段階的に

機能アップを進めている。現在は自動化まで今一歩の

リアルタイム手動測量の段階ではあるが，機能アップ

された新しい技術とその新技術が採用された施工事例

を紹介する。

　「リアルタイム」とは「掘削中」を意味し，「自動」と

は「ソフト上で自動計算する」を，「測量」とは「管

内画像を解析し，先導体姿勢（曲率半径）を算出し，

後続推進管の布設状況を確認するもの」を意味する。

　※ジェッピー（Jeppy）は，㈱ソーキの商品名です。

システム概要2 .
　機器構成及び主要機器であるカメラユニットの概要

を紹介する。

２－１　機器構成

　ジェッピーは，図－1に示す構成によりマシン（先

導体）ターゲットの位置を算出する。
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図－1　機器構成




